深山の 巻 —— 女 髪 兼 安 I 

猿の 湯 

しゃくなげ 

岩間に、 黄に むらさきに 石楠花が 咲いて、 夕 やみが 

忍び寄つ ていた。 

ちょうど 石で 畳んだ ように、 満々 と 湯 をた たえた 

いでゆ きつり つ 

温泉の 池で ある。 屹 立す る巌の あいだに 湧く 天然の 野 

天 風呂 —— 両側に 迫る 山峡 を 映して、 緑の 絵の具 を 溶 

かした ような 湯の 色だった。 

三国 ケ 嶽を 背に し た 阿弥陀 沢の 自然 湯 —— 。 



まつ 

白い 湯気が 樹の 幹に 纏わる。 澄んだ 湯 壷の 隅に、 山 

の 端の 夕月が 影 を 落して いた。 

「なんという 静か さだろう！ まるで 大昔の ような I 

I ご 

千浪 は、 あたまの 中で 独り言 をい いながら、 透きと 

おる 底の 平たい 小石 を、 珍しげ に 数え はじめた。 

岸の 岩に 項 を 預けて、 彼女 は 深く 湯に 浸 か つてい る。 

十九の 処女の 裸 形 は、 白く、 青く 湯の なかに 伸びて、 

桜貝 を 並べ たような 足の 爪 だ。 小さな 花びらが 流れ 付 

いたと 見える 乳首で ある。 うす 桃色に 上気した、 くつ 

きりと 美しい 顔が、 魅された ように、 いつまでも 湯 底 



つ、 七つ II 。」 

数 を 唱え だした。 興に 惹 かれる まま 唄の ように 節 を 

つけて 底の 礫 を 読んで いるの だ。 

「九つ、 十、 十 一 —— ご 

一 つ は 二つと、 思わず、 声が 高くな つた。 

その 声が、 魔 を 呼んだ ので ある。 

「はてな ？」 

と 小首 を 傾けて、 その 時、 この 阿弥陀 沢の 頂き を 急 

つづらが さ わらじ 

ぎ 足に 来 かかった 葛籠 笠が、 はたと、 草鞋 を 停めた。 

「声が する。 待てよ。 女の 声の よう だが —— 。」 

ふかい つづら 笠に 面 * は 隠れて、 編 目の 隙に、 きら 



ゆ しづつ み ふリゎ 

の 枝へ、 油紙 包の 振 分け を 肩に した まま、 ひょいと 飛 

びつ いた。 

ひらり！ 

奇怪！ なんという 身の 軽い 男！ 

天然 露天の 風呂の 真う えに 高く、 自分 こそ まるで、 

猿の ように、 枝の 繁 みに 身 を かくして。 

そっと 窺う 文 珠屋の 顔が、 葛籠 笠の 中で、 にたりと 

笑った。 

はるか 下に、 岩の あいだに 湯 を 使う 山の 人魚が ある _ 

きこ リ かりうど 

三国 ケ嶽の ふもとに、 木 樵ゃ獵 人の み 知る 無蓋 自然 

の 温泉で、 里の 人 は 呼んで 猿の 湯と いう。 



た 谷間の 岩に。 

たま 

稀に、 山越えの 諸国 担ぎ 売りが 宿 をと るく らいの も 

よ つき やく 

ので、 もとより 浴客な ど はない の だから、 温泉と は 

いっても、 沢の 底の 奇巌の あいだに 噴き出る に 任せ、 

溢る る ままに、 ちょうど 入浴り ごろの 加減の い い 湯が、 

広 やかに 四季 さまざまの 山の 相 をう つして いる だけ、 

村び と は 屋根 ひとつ 掛けず、 なんらの 手 も 加えて いな 

ヽ o 

レ 

岩から いきなり あつい 湯へ 飛び こんで、 鼻唄 まじり 

に 富士を あおごう という 寸法。 

風流 などと は 他国者の いう ことで、 遠国から 旅 



を かけて わざわざ 湯に はいりに 来る ものが あろうと は、 

阿弥陀 沢の 人 は、 何百 年来 誰 ひとり 考えて みた こと も 

なかった。 

と-つじ ことば 

湯治な どと いう 語 は、 あみだ 沢に はない のだった。 

で、 前の 谷の 猿の 湯 は、 長い こと、 獵 人が 峰づ たい 

の 山狩りの 汗 を 洗い、 炭 やきが、 煤煙 を 落す だけの 場 

所だった が —— それが このごろ、 遙か 下の 町の 人々 に 

の ぼ 

も 知れて 来たと みえて、 ぼつぼつ 入湯の 客が 登山って 

来る。 遠く、 山に とって は 外国の ような ひびき を 持つ、 

花の 都のお 江戸から さえ も、 といっても、 月に ふたり 

か 三人の 逗留客が あるに すぎない が、 それでも、 上つ 



内湯で はない から、 客 は、 藤屋 から 山 下駄 を はいて、 

小み ちづたい に、 谷底の 猿の 湯まで 下りる ので ある。 

、、 ^ 一 

た 力 

文珠 屋佐吉 は、 金 創 を もつ 身体で はない。 

桂の 枝に ぶら下がって、 真下の 猿の 湯に 千浪の 裸体 

をさん ざん 眺め あきた かれ 佐吉、 ふたたび かるく 枝 を 

ゆすぶって、 元の 小径へ とんと 跳び かえると、 

「いい 女 だな あ。 どうやら、 山の 娘つ こじゃ あね えら 

しい ぜ。 おいらの 面さえ、 こんな 化け ものでなかった 

ら —— 。」 

と 心から 口の なかで 眩いた が、 恐ろしい ことに 触れ 



斬り 傷、 金 創の 入湯客が 多い。 

自然、 人別 あらための 山 役人の 眼が きびしい。 

山奥ながら、 宿屋と あれば、 藤屋も 宿帳 を 一 冊 備え 

て、 ^ J の 宿帳に。 

半月 ほど 前に 名 を 記して、 今 だに ずっと 滞在して い 

る 三人 づれの 江戸の 客と いうの は、 

したやね りべ いこう じ 

下 谷 練 塀 小路 法外 流 剣法 道場 主 

ゆず ま-一つ が ヽ 

弓 削 法外 六十 三 歳 

同人 娘 千浪 十九 歳 

ばんだ いじろう 

法外 門人 伴 大次郎 二十 七 歳 



「ほんとうにお 父 さま は、 どうして こんな 淋しい とこ 

ろに、 こうして いつまでもい らっしゃ るの かしら I 

I ご 

黒ず ん できて いる 湯 だ。 湯気が 白く 眼 立 つ。 もう 

すっかり 暮れて しまったのに、 千浪は 上ろうと もせず、 

腰から 上 を 湯のう えに 見せて、 天然の 湯船 をな してい 

る 岸の 巌に、 凭り かかって 立って いる。 

江戸 育ちで、 千浪 は、 賑やかな ところが 懐し いの だ つ 

た。 

また、 口のう ちに ひとり 言を嚙 みしめ て、 

「大 次郎 さま はこのお 山に、 何 か 御用が おあり だとい 



は 言え、 女性の 浴客の ために 建てられた ささやかな 脱 

むしろ 

衣 場が ある —— 竹 を 立て、 筵 をめ ぐらした ほんの 掘 

立 小屋。 

-P ばね 

ここへ はいって、 すぐ 大きな 矢羽の 着物に 帯 を 廻し 

た千浪 は、 

「まあ、 いつの 間に か、 こんなに 暗くな つてし まって。 

ほんと に、 わたしと した ことが 気の 強い。 さぞお 父 様 

や 大次郎 さまが 御 心配の ことで しょうご 

なまかわ 

七月の 初めで は あるが、 山 は、 夏 を 知らない。 生 乾 

はぎ あわせ 

きの 脛に 袷の 裾 を さばいて、 うねうね とした 黒土の 

小道 を、 上の 森 陰の 部落 を さして いっさんに 上って 



「いよう！ べっぴん！ や、 磨いた、 みがいた ご 

ぶんと 酒の 香が する。 

「惜しい こと をした わい。 もう 一足 早ければ、 これな 

ぼさつ 

る 菩薩のお 臍が 拝めた もの を。 わつ はつ は ご 

また、 ひとりが、 

「いや、 じつに 尤物！ 拙者 は、 送り狼の 役 を 買って 

藤屋 まで 引つ 返そう ご 

下婢た 笑いと 揶揄の なか を、 耳 を 覆った 気で 潜りぬ 

け、 やっと 藤屋へ 走り こんだ 千浪 が、 裾 をお さえて 梯 

子 段 を龃け 上って、 二階の 部屋の 障子 を ひらく と —— _ 

「長湯 じ やった な。 いま 見させに やろうかと 思って 



きごとの ように 眉 を ひめて、 

うけた ま 

「初めて 承 わるお 痛 わしい おはなし、 なんとも 申し 

あげよう がご ざいません。 村の 方々 を はじ め 大次郎 さ 

まも、 さぞ、 さぞ 口惜しく 思 召して ご 

みなぎ 

大次郎 の 面 上、 いつしか 蒼白な ものが 漲って いた。 

「今 だからお 話いた します が、 祖父 江の 殿様の やり 口 

という もの は、 それ は、 それ は ひどい もので ござり ま 

した。 獵場 とはいえ、 人の 住む 村 を、 たんにお のが 遊 

びの 庭との み 心得て —— 法外 先生つ！ 千浪 さま！ 

言わして いただきます。 かの 祖父 江 出 羽 守 は、 き やつ、 

人間で は ござり ませぬ ぞ。 鬼畜 < 外 で ) 」 ざ 



それ、 下世話に もい う、 壁に 耳 あり 障子に 眼 ありで な 

II 。」 

法外 先生、 急に 声 を あらためて、 

「若い ぞ、 大次 郎！」 

「おそれいりました ご 

と 頭 を 低げ て、 大次郎 は 今 さらの ように、 隣室の け 

はい、 縁の 闇黒へ 注意 を 払った。 

お 山荒れ の 先触れ か、 どうつ！ と 棟 を 揺すぶって、 

おろし 

三国 嵐が 過ぎる。 

さっき 猿の 湯から 帰って きた 侍た ちが、 真下の 座敷 

で、 胴間声で 唄 をうたい だしていた。 



さからえば 一 刀に お 手討ち。 

やまが 

さむらい たち は、 山家に 押し入って 金目の もの を、 

手 あたり 次第に 略奪す る。 —— これ を 御 奉納と 称して。 

ひら じまま ばてい 

山肌に 拓 かれた わずかの 田畑 は、 自儘に 馬蹄に 掘り 

かえされ るし、 働き手の 男 は、 山人 足に 狩り出される。 

その上、 何 やか やの 名目で 取り立てられる 年貢、 高税 

の 数かず 1 

土け むり を 上げて、 風の ように 馬 を 飛ばして 来て は 

思う存分 荒らし 廻って 行く 出 羽 守 主従 だ つ た。 

きしゅう いきどお 

その あとに は、 鬼啾 と、 憤 りの なみだと、 黙々 た 

えんこん るいるい 

る 怨恨が 累々 と 横たわり 重な つ て ゆく。 



「あまりと いえば あまりな、 殿のお 仕打ちでした I 

I ご 

と 大次郎 は 語 を 切って、 灯に 顔 を そむけながら 眼 を 

擦った。 

「ほんと に、 お 察し —— でも、 今までお うち 明け 下さ 

ら なかった ことが、 なんだか お恨みの ように も —— 。」 

千浪 のことば を 遮って、 法外 老人 は、 

「伝奇 稗史の 類の 暴君に もま さる。 いや、 さような 大 

えんさ 

名が おる から、 民の 怨嗟 を 買うて、 人心い よいよ 幕府 

あおい 

を 離れ、 葵の 影が うすらぐ のじ や。 祖父 江 出 羽 は I 

えんしゅう さがら 

I あれ は、 藩 地 は、 たしか 遠 州 相 良 —— ご 



「は。 石高 二 万 八 千 石、 江戸の 上屋敷 は、 神 田 一番 原、 

御 火 除 地 まえに) ，- ざり ます。」 

そう 答える 大次郎 の 顔 を、 法外 は じっと見 据えて、 

「大次 」 

「は ご 

「そち は、 なんじ やな ご —— と 法外 先生、 ぐっと 声 を 

落として さし 視く ように、 「復謦 を 企てお るな、 出 羽に 

対して！」 

「いや、 これ は 先生のお 言葉と も 覚え ませぬ ご 大次郎 

は、 あわてて、 「いかに 恨みに 思えば とて、 相手 は 一 藩 

りゅうしゃ とうろう 

の 主、 手前 は 郷士 上りの 一 武芸者、 竜車 に 刃 向う 螳螂 



当時 一 一十 一 II 柴刈り 姿が 出 羽 守のお 眼に とまって、 

獵リの 人数が 下山のと き、 お 側に 召されて 引つ さらわ 

れ ました。 今 はもう 生きて おります かどう か ご 

「えつ！ お 姉 さまが まあ、 そんな ことまで 

あつたので ございます かご 千浪 は、 痛ましげ に 父に 眼 

を 移して、 「でも 今まで 何年 も 道場に いらし つて、 そう 

いうお 身の上の こと は 少しもお 話し 下さらな か つたこ 

と を 思う と、 なんで ございま すか、 ねえ、 お 父 さま、 

ほんと に 水臭い ような —— 。」 

桃の 七 年 



千浪 のことば も 耳に 入らない らしく、 大次郎 は、 物 

の怪の ついた ような 静徹な 声だった。 

「その 姉 を 奪い返そう として、 父 は 単身 行列へ 斬り 込 

なます 

んで 一 寸刻み —— 膾 のよう な 屍骸でした。 今 も、 眼 

のまえ に 見える ようです。 」 

「あの、 お 父う えが —— 。」 

叫ぶ ようにい つて、 千浪 は、 法外と 眼 を 見合わせる。 

法外 は、 うう むと 唸った だけだった。 膝に 話しかけ 

るよう に、 うつむいた まま 大次郎 は 語 をつな いで、 

「そのため 母 は、 遠 州 相 良の 空 を^ 眼んで、 自害して 



はてました ご 

千浪も 法外 も、 うな 垂れる ばかり —— 言葉 もない。 

ややあって 法外 は、 顔 を 上げ、 

「その 出 羽 守の 暴状 を、 公儀へ 訴え出る 途 もあった で 

とうろし や 

あろうに、 なにゆえし かるべき 当路 者へ、 差し立て 願 

ろ-つ ぜき 

いに 及ばんだ のかの —— 上 も、 それだけの 狼藉ぶ り を 

耳に して は、 そのままに 打ち捨てお くわけに は ゆかん 

はず だが ご 

なぬし 

「さ、 それで ございます。 名主 を はじめ 村有 志が、 た 

びた び 江戸 表へ 出府して、 伝手 を 求めて 訴え出ようと 

したので すが、 公儀 も、 この 出 羽 守の 乱暴 を 薄う す 承 



長ば なし を 終った 伴大 次郎、 女性の ような 美しい 顔 

に、 きっと 眉 を 吊って、 

「はは、 はは はは は、 下らぬ 因縁 話に、 思わず 身が 入 

りました。 お 耳 を わずらわして、 おそれいります ご 

かつぜん わら げ 

豁然と 哄笑う と、 千浪 はま だ 打ち 解せ ぬ 面持ち。 

「御 一家 ははて、 お 故 # はそう いう ことにな り、 ほん 

とうに、 御 心中お 察し 申し上げます です けれど、 

大次郎 様、 この 新しい つづら 笠、 いいえ、 今夜 これ か 

ら この 闇黒の 中 を、 夜 みちを かけて、 三 里 も ある、 三 

国ケ嶽 へお 登リ にならなければ ならない とお つし や つ 

ナ 

て、 その 理由 はま だ、 ちっともお 説き明かし 下さらな 



七 年 前、 田 万里が 亡んだ 時、 伴 大次郎 は 二十歳 だつ 

た。 

同じ 人間で ありながら、 大名で あるが ゆえに、 力 を 

有って いるが ために、 すべての 悪虐 非行 を 押しと おし 

て ゆく その ありさま を 眼の あたりに 見て、 彼 は、 

力 だ！ 力 こそ 万事 を 決定す ると、 若い こころに つよ 

く、 深く 感じる ところあった というの だ。 

「力 さえ あれば、 早い話が、 出 羽 守に f 矢 報いようと 

思えば、 それ もで きる かもしれ ない。 いや、 これ は、 

かりの はなしで すが、 世間 は、 力 以外に はなに もの も 

ない と —— ご 



は、 千浪へ 鋭く、 

「そち も、 この こと は 忘れる の だぞ、 大次郎 のために。 

よい かご 

「はい。 でも、 心で そっとお 案じ 申す こと だけ は、 お 

キ ソ o | 

一 ヨロ I - 」 

「いや、 それ もなら ぬ。 と言うた ところで、 これ は 野 

暮と 申す もの かの。 はは はは は、 どうじ や、 大次ご 

赧く 笑った 大 次郎、 

「これ はどう も は ははご 

真顔に 返って、 

い ま 

「目下 は ひたすら、 剣 技 をみ がきます 一心 。」 



もく る 

それ かとい つて、 処女の 純情と、 老師の 恩愛 は、 一 

片の理 では 断ち切れぬ。 なによりも、 千浪を 求めて 止 

まぬ 己が 恋 一 J - J ろ —— そ - J に 大次郎 の 苦しみが あり、 

また、 きょうまで この 秘密 を、 独り、 胸に 呑んで きた 

わけなので。 

七 年 前の 七月 七日。 

田 万里 を 散つ て 下山す る 日に。 

当時 村 内で、 大次郎 と 一ばん 仲が 好く、 幼い ころ か 

ら田 万の 三人組、 三羽烏と 言われて いた 三人の 若者が 

あった。 



いずれも、 田 万の 里に 古い 郷士の 悴。 

年齢 も、 三人と も そのと き 二十歳で。 

伴大 次郎。 

江上 佐 助。 

有 森 利 七。 

「三国 ケ嶽の 頂上に、 三国の 鎮めと して 三国 神社と い 

たもと 

うのが あります。 三人 袂を わかつ。 そこの 境内に 

登って、 遙か 山伏 山の 裾野の 田 万里に 別れ を 惜しみ、 

その 時、 この 三人の 間で、 出 羽 殿への 復謦を 固く 誓つ 

きんちょう 

たので I 神前に 額ず いて、 三人 同時に 金 打いた し 

て、) /ざる。 I 



煩 g で 頃 5, 凶 を 制す 乂 く。 

さて、 名 も 金 もない 非力の 三人が、 煩悩に よって 金 

剛のカ を 獲る と は ？ 

名 も 金 もな い そうだ！ 

男の 煩悩に、 三つ あり はしまい か。 

名、 金、 そして 女。 

名誉慾。 黄金 慾。 女 慾 —— 。 

人 を 動かす 原因に これ 以外の もの はなく、 また、 こ 

れ 以上の 力 はない。 有史以来、 人間 はこの 三つの 煩悩 

に 駆りた てられて、 われ も 人 もこの 三 慾の ために こそ、 

孜々 営々 と 生命 を 削る 歩み をつ づけて きたの だ —— 現 



—— いわば、 一 味の 女 間者の 総 元締めになる はず。 

それが また、 籤で 決めた とはいえ、 よく 三人の 柄に 

はま 

適った 役割りで、 大次郎 は武を 好み、 佐 助 は、 顔 は 二 

た 眼と 見られない 醜 面の 生まれ つきだが、 おそろしく 

目端が きいて、 利に 速い、 これ を 商才に 用いたら、 必 

ず 富豪と もな リ 得よう。 そして 利 七 は、 山 育ち だけれ 

ど、 きりり として 苦み 走った、 まことに 好い 男で、 色 

慾 煩悩の 籤 を 当てた 時、 

「ありがたい！ 天下晴れて 女狂いが できる ご 

ひた V 

額 部 を 叩いて 笑った。 

三国 ケ嶽の 三国 神社から、 三つの 道が 三方に 下って、 



どうじ や。」 

「そう 遊ばしたら、 後生です から ご 

「なに、 かえって 荷厄介になります。 同じ 濡れるなら、 

このほうが 気楽。 つづら 笠 は、 お 山へ かかっての 三人 

の 眼 じる しにと、 これ も 申し合わせの ひとつで、 はは 

はは はは —— 少し 行ったら、 着 もの を 畳んで、 裸体で 

の ぼ たんれん 

登山り ます。 鍛練の 機会です から ご 

「そうまで 言うなら 。 」 

と、 階段の 中途に 立ち 停まった 法外 先生、 ふと 思い 

ついて、 

あ れ かね やす 

「千 浪、 彼 刀 を 持って まいれ。 兼 安 を II 大次 ちょつ 



降りて 行く。 

日中 は、 ざしきの 片隅の 屛 風の かげに、 例の 弥四 郎 

頭巾に 面体 を 包んで、 長身の からだ を 横たえた きり I 

I これで は、 宿の ものに も 里人に も、 何者と も 知られ 

ようがな いのに 不思議 はない。 

何 か、 曰く ありげ なよう す。 

とりまき 連 は 日夜 酒で、 きょう も 朝から 痛飲、 放歌 

乱舞、 すわり 相撲 やら 脛 押し やら それ を 出 羽 守 は 弥四 

郎 頭巾の 中から 眼 を 光らせて、 終日、 にや リ、 にやり 

と 笑って 眺めて いるので。 

よほど どうも 変った 大名に は 相違ない。 



大兵の 中 之郷東 馬、 さも 感に 耐えた ように、 赭ら顔 

を 一 振り ふって 大声に、 

いっぴん 

「いや、 逸品！」 

う る さ 

「五月 蠅 いつ！」 

出 羽 守 は、 咬みつ くように 呶 鳴って、 すぐ、 笑い を 

呑んだ 冷い 声 を、 階段の 法外 先生へ 投げ上げた。 

お ぼ 

「おい、 老い耄れ！ 娘 を 借りよう かの。 このと おり、 

らち 

野郎ば かりで 埒の 明かぬ ところ。 酒の 酌が 所望 じ や I 

I ご 

谷へ 下りる 番傘 



ている のか。 

へんぴ 

それ はとに かく、 この辺 鄙な 山の 湯と、 二 万 八 千 石 

つ- ナ 

の 大名と —— これに はおお いに 事情がなくて はなら な 

ヽ o 
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狂 笑 剣 

ど、 ど、 どうつ！ と 屋根 を 轟かし、 この 藤 屋を揺 

すぶ つて、 三国お ろしが 過ぎる。 

二つ 三 つ そこ ここに 立てた 行燈の 灯が、 すうつ と 薄 

らいで、 また、 ぱっと^ え 立つ。 



に 倒れて いた。 

女 髪 兼 安が 手に ないた めに 〔# 「手に ないた めに」 は 

底本で は 「手 にないめ に」 r 法外、 急に 腕が 鈍った のか、 

それとも、 猿 を 斬った 出 羽 守の 刀が、 人間業 以上の 働 

きをした のか。 

うつ！ と 呻いての け 反る 父へ、 龃け 寄ろうと する 

千浪は 早く も、 中 之郷、 山路の 二人に、 左右の 手 を 取 

せば 

られて 阻まれて いた。 

お 山荒れ は、 ふたたび 勢い を 盛り返して、 雨と、 風 

と、 屋 鳴りと —— それの なかに、 頭巾 を ゆさぶる 出 羽 

守の 狂 笑が、 さながら 猿の それの ように、 高く、 鋭く、 



つづ いた。 

山頂 恋慕 流し 

そび 

谷に 聳える 露が、 ひとつ 一 つ 光り輝いて、 まるで、 

無数 の 真珠 を 懸け つらねた よ う —— o 

濡れた みどりが、 迫る ように 息づ いて、 草と 土の 香 

が爽 かに 立ち 昇って、 ひがしの 空が うす 紅い ろに 色づ 

とうてんこう 

いて —— 東天紅 を 告げる 鶏の 声 を 聞くべく、 あまりに 

里 離れて いる けれど 雨の なか を、 雨を衝 いて 登る 

太陽。 



いま はや リ れんぼな が 

今時 花 恋慕 流しの 唄 声が、 上がって 来た 

「君 は 五月雨 

思わせぶ リゃ 

いと ど 佳^る る 

身 は 浮き 舟の ご 

おんな 崩れ 

「いと ど 佳^る る 

身 はう き 舟の 

浪に 揺られて 



と、 登って 来る 利 七に 走りよ つて、 手 を 取らん ばか 

リに すると、 

「いえ 旦那、 もったいない！ です けれどね え、 旦那、 

つまらない 約束 をした ばかりに、 えらい 目にあい やし 

たよ。 途中で ずっと 降られ どお しで、 へへ へへ へ、 御 

らんのと おり、 ずぶ濡れの、 ぬれ 鼠の、 濡れ 仏つ てん 

で ご 

大次郎 は、 はっとし たように、 利 七 を 見直した。 

たしかに 利 七に は 相違ない が、 語調と いい、 顔つき 

といい、 七 年間の 遊蕩に 崩れき つたら しい 安芸 人肌 I 

I きっとした 大次郎 の 視線 を 受けても、 利 七 は 平気の 



「有 森！ 七 年 目 だな ご 

「へ？ なるほど。 ここで 会うた が 七 年 目、 覚悟 はよ 

ふと ざお 

いか、 でん でん でん —— こり や あ 太 棹で、 へへ へへ へ ご 

「利 七、 真面目に 話そう ではない かご 

「利 七？ はは あ！ 有 森 利 七で げす かい。 厭です よ 

旦那、 旦那 もお 人が 悪い。 そり や あ 昔の ことで、 今 じ や 

宗七 —— ご 

「宗 七？」 

「へえ。 れんぼ 流しの 宗 七さん で。 どうぞ 御 ひいきに 

II ご 

「ふん！」 大次郎 は 不愉快 気に 顔をしかめて、 「変えた 



まてて 。 - 

「へ？」 

宗七 は、 とろん とした 眼 を 上げる。 

「あは、 あは はは、 いや、 こっちの ことじ や ご 大次郎 

は、 自嘲 的に 笑って、 「それで どうして、 誓約 どおり 今 

日 ここへ 来る 気になられた ご 

「それが どうも、 あっしに もよ くわから ねえんで、 へ 

え —— 来ね えつ もり だつ たんです が、 なに かにこう 

引っ張られる ような 気 もちで、 気がついた 時 あ 深 川の 

家 を 出て、 この 浴衣の まん ま、 ふらふら 歩いて 来て お 

あ ま 

リ やしたん で。 へえ、 へえ、 お 多 喜の 阿 魔 あ、 今ごろ 



「あの 江上め が 今 は 文 珠屋と 名乗って —— うむ！ こ 

うして はおられぬ。 宗七、 また 七 年後に ここで、 会お 

ぅぞ 0」 

叫んだ 大 次郎、 愛する 千浪の 危急 を 知って、 いっさ 

んに その 三角形の 山頂 を蚯け 下り 出した。 ぼんやり 呆 

気に 取られて 後見 送って いる 宗七を 残して —— 三 里の 

下り を 阿弥陀 沢の 藤屋 へ。 

言いだ したら きかぬ 江上 佐 助の 気性、 これ はた だ ご 

とで は 納まる まいと、 大次、 走りながら、 腰の 女 髪 兼 

安の 柄 を 叩いて、 ぶつり、 鯉口 を 切った。 

きらり！ 鯉ぐ ち 三寸、 銀 蛇の ごとく きらめいて、 



それでも、 大次郎 は、 答えない。 眼が 据わって、 異 

様な 光りが、 出 羽 守の 一行 を 睨め 廻して いる。 

_ 車 わ 車 才 ！ 」 

誰かが、 山路のう しろから、 声をかけた。 

「問答 無益！」 

北 伝八郎 がお めいて、 すらり 長刀 を 引きぬ きざま、 

主計と 大次郎 の あいだへ 割り込んで 来た。 

「小僧つ！ 来る かつ！」 

両手の 指 を 失った 川 島 与七郎 は、 一人が 扶 けて、 七、 

八 人の 出 羽 守の 一 行で ある。 

出 羽 は、 すこし 離れた ところに 立って、 相 変らず 白 



広い 野づら に、 小さな 人影が 入り乱れて、 血戦 はつ 

づ いて ゆく。 花 だけが 静かに 呼吸 づき、 雲 は、 移る と 

もな く、 すこしずつ 流れて いる。 

この 時で ある —— 

お 花畑の 隅の、 山み ちに 寄った ほうに、 一 むらの 灌 

木の 繁 みが ある。 その 陰に そっと 身 を 潜めて、 葛籠 笠 

を 傾け、 道中 合羽の 袖 を 撥ねて、 さっきから 憑され た 

ように、 この 斬り あいに 見入って いる 人物が ある。 

て つ - .1 うき やはん 

手 甲 脚絆、 荒い 滝 縞の 裾 高く はしょって、 一本 ざし 

見覚えが ある。 

文珠 屋佐吉 だ。 



うしろに、 大次郎 の 声 だ。 今の 野原で は、 むこうに 

小さく 人 かげが 集まって、 負傷者に 応急の 手当て をし、 

下山の 道 をつ づける らしい。 こっちへ 来る 気 はい はな 

ヽ o 

レ 

「待てと いうの は、 わし かね？ それとも、 このお 嬢 

さんかね？」 

ぬけぬ けと 言って、 文珠屋 佐吉、 樹の 下の 小径に 振 

りかえ つた。 

秋 深く 



されて ゆく。 

やがて、 眼の 上の 凄い 刀痕が、 ちらと 見えて きた。 

大次郎 は、 つと 手 を 上げて 千 浪の手 を 押さえて、 

「ま、 待て —— 待て、 千浪！ もう 一 度 訊く。 拙者の 

顔が どんなにな つ てお ろうと、 そちの まごころ は 変ら 

ぬであろう な？」 

「あれ、 また！ おことば とも 覚え ませぬ。 千浪 を、 

そのような 女と 思 召し で ござ リま すか。 」 

「はは はは は、 よろしい！ 早く 取れ、 早く！」 

わななく 胸 を 押さえて 千浪は 懸命に、 繃帯 を 巻き 取 

る。 早く！ 早くと rak される ままに、 眼 まぐ るし いほ 



ど 手 を 廻して。 

眉が、 片眼が、 紫い ろの、 凹凸の 中から、 視 いてき 

ていた。 

江戸の 巻 —— 二人 白衣 II 

足留め 詣リ 

やどろく 

「いくら 呑気 だ つ て ほどが ある。 うちの 宿六に は 呆れ 

返つ ちまう。 これで 十日 あまり も冢を 明けて いるんで 

なむ はちまん だいぼ さ つ 

す。 南無 八幡 大 菩薩、 どうぞ 足 どめ をして お返し 下さ 



「またしても、 そのような こと を 。」 

「ええい つ！ 言うな。 そち はわし に 鏡 を 見せん よう 

に 気 を 配って おる が、 今 こそ この 顔 を 見て やる ぞご 

言った かと 思う と 大次郎 の 法外、 そこの 縁に あった 

洗面の 金盥 を 両手に 取り上げ、 さっそく 水 かがみ —— _ 

ハツ キリ 映って 見える 恐ろしい 己が 形相！ 

「ぷ つ！ かほ どまでに 変って おろうと は！」 

庭石に、 はった と 金盥 を 投げ 棄 てた 法外。 

—— その 夜で ある。 彼が 道場 を も 妻 を も 捨てて 家出 

したの は。 

白 絹の 紋 つきに 白の 弥四 郎 頭巾。 女 髪 兼 安 を 腰に。 



七 年 前に 虐君出 羽への 復謦を 誓って、 名、 金、 女の 

三 煩悩 を 追って 三つに 散った 山の 若者のう ち。 

今。 

金を受 持った 江上 佐 助 は、 文珠屋 佐吉と 名乗る 為体 

の 知れない 人物と なり、 もっとも 危険な 煩悩、 おんな 

の 係の 有 森 利 七 は その 女 毒に 当って 意地 も 甲斐 もない 

巷の 遊芸 人、 恋慕 流しの 宗 七と 化し 去り —— と ころが、 

くろ-つと 

この 宗七、 じつは、 十手 をお 預リ して 黒人 仲間に 隠れ 

もない 捕物 名誉 だとの こと。 

その 宗 七の 留守中に 、 女房お 多 喜が 富 ヶ岡 八幡から 

拾って 来た 美しい 狂女 を 見て、 三国 ケ嶽 から 帰宅って 



父母の 仇、 じぶんの 敵 七 年間、 耐え忍び なが 

ら 機会 を 窺って いた 小 信 は、 とうとう、 今から 三月 ほ 

ど 前の 月の ない 夜中に、 この 江戸の 下 やしきの 寝所で、 

思い あまって 出 羽 守に 斬りつ け、 混雑に 紛れて 屋敷 を 

逃亡した のだった。 

傷 は、 背中に 深く 一太 刀 —— たいした こと はな かつ 

た。 出 羽 は、 平気だった。 血の 垂れる 肩 下へ 手 を 廻し、 

立ち騒ぐ 侍臣た ち を 制して、 

やつ 

「おれ を 斬る と は 面白い 女、 はは はは は —— 。」 

と、 いつもの ように、 たかだかと 哄笑 を 噴き 上げて 
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御 微行 —— どころ か、 身分 を 隠しての 逗留な ので、 

江戸 を 出てから 帰る まで、 ああして 白の 弥四 郎 頭巾に、 

すつ ぼリ 面体 を 押し 包んで。 

内に 猛り 狂う 煩悩 を 宿し、 外に、 おのれ を 仇と つけ 

狙う 三 つ の 煩悩の 鬼 ありと も 知らず、 祖父 江 出 羽 守、 

千浪の やさしい 顔 姿に 煩悩の 火 を 燃やした 末、 弓 削 法 

外 先生 を 討ち果たし、 二重に、 伴 大次郎 に、 かたきと 

つけ 廻され る ことにな つた。 

奇 しき 因縁 —— と は 言っても、 伴大 次郎、 無論 あの 

白の 弥四 郎 頭巾 を 祖父 江 出 羽 守と は 知る 由 もなか つ た。 

一 方、 出 羽の 屋敷 を 逃れ出た 小 信 は 1 



怖い もの 知らず。 

殿様に 斬りつ けた 時から、 可哀 そうに 小 信、 すでに 

ま：. こし 

狂って いたに 相違な く、 とにかく、 跣 足で 街に 走り出 

た 彼女 は、 もう 立派に たましいの 抜けた 残骸だった。 

活ける しかばね —— となって、 あれから こっち、 材 

木 置 場 や 町家の 檐 下で、 寺社の 縁な どに 雨露 をし のい 

で 江戸の 町 まち を 当て 途も なしに ほつつ き 歩き、 きょ 

うこうして はからずもお 多 喜の 眼に 触れて、 その 宗七 

いきさ つ 

の 家へ 引き取られ たと いう 仔細。 

が、 この 三月 まえの 出来事 はもと より、 七 年来の 悲 

こころ 

しい 歳月 は、 いま 小 信の 意識の 底に 埋められ ている だ 



うが ほんとうの 彼な のか もしれ ない。 三国 ケ嶽の 頂上 

で、 伴 大次郎 を 涙の 出る ほど 失望 させた の も、 この か 

れの 半面 II 恋慕 流し の 宗七だ つ た。 

八丁 堀の 与力 川 俣 伊予 之 進 は、 こういう 宗七を 知つ 

ている かして、 その 浮 わつ いた 態度 も 別に 気に 留まら 

ない 様子。 

短い 羽織の 下から 刀の こじり を視 かせた まま、 その 

羽織の 裾 を 習慣 的に ぼんと 叩き 撥ねて、 あがり 框に腰 

を 下ろした。 

三十 一、 二。 浅黒い 顔の、 いかにも 不浄 役人と 言つ 

た、 眼の ぎよろ りと して 鼻の 鋭い 侍 だ。 



「それ は 存じて おり やすが —— ご 

そう 言って 宗七 は、 じっと 腕 組 をした。 

煩悩 夜盗と いうの は。 

七 年 ほど 前から 深夜の 江戸 を 荒らし 出した 怪盗で、 

警戒 の 厳重な 富豪 と 言 われる 家の み を 襲い、 箱に 入れ 

て 積んだ 大金 を 担ぎ出して、 しかも、 何らの 手がかり 

を も 残さない。 いや、 手がかり といえば、 いつも 大き 

な 手がかりが あるので —— それ は、 この 賊は 押し入つ 

た 家に、 必ず 「煩悩」 の 二字 を 書き残して いるので あ 

る。 

それが、 誰い うとな く 煩悩 夜盗の 名 を 取った I れで 



「もっとも、 おめえ が 旅に 出て いた この 十日 間が ほど 

は、 煩悩 小僧 もじつ とおと なしく していた とみえて、 

押 込みの 届出 もね えよう だが —— 。」 

川 俣 伊予 之 進が、 しずかに 言って いた。 

何 か 思案の 底に 沈んで いた 宗七 は、 この 時、 いつに 

なく 蒼白く 緊張した 顔 を 上げて、 

「あっしが 山へ 行つ てるこの 十日の あいだ は、 煩悩 小 

僧 も 出なかった とお つし やる ので ご 

r 宗七！ おめえ 何 か 心 当りが あるん じゃあね えの 

/T O _ 

力 」 

、ひあたり？ なくて どうしょう！ 



出没し 始めた と 聞いて は、 お 役 を 承る 身、 このお 捕物 

御免と は、 逃げて いられない。 

ことに、 恩顧の ある 川 俣 様 御自身 出向いての 話 _ 

覚悟 を 決めた 宗 七が、 

ナ 

「ようがす。 ひとつ、 嗅え で 歩きましょう ご 

と、 腰 を 浮かし かけた 時、 今まで 黙って うな 垂れて 

いた 小 信が、 突然、 顔 を 上げて、 

「ほほ ほ、 だって、 おかしい じ やない か。 殿 さまの く 

せに、 女に 斬られる なんて さ —— 。」 

大きな、 ハツ キリした 声だった。 ぎょっとした 三人 

の 中で 伊予 之 進 は、 初めて 小 信の 存在に 気がついて、 



「えつ、 何 だって 9 おう、 宗七、 なんでえ、 この 

こぼ 

髫 あ。」 

川 俣、 聞き咎めた 白い 眼 を、 じろ りと、 宗 七お 多 喜 

へ くれた。 

砥石 店 

お 江戸の 繁華 は、 ここ 日本 橋に ひとつに 集まって。 

八 百 八丁の 中央、 川の 両岸が 江戸 を まっぷたつに 

みちのり 

割って、 江戸から 何 里、 江戸へ 何 里と いう 四方の 道程 

は、 すべて ここ を 基準に している。 八方の 人家、 富士 



ながら 移動す る 林の ようで ある。 武士、 町人、 諸 職、 

僧侶、 男、 女、 こども、 さまざまの 車と、 駕籠 乗物、 

下駄の 音が 秋 空に ひびいて、 切れ目 もな く あわただし 

ヽ o 

レ 

近海物の 魚 を 積んで、 船 は 躍る ように はいって 来る。 

河 幅が 狭い から、 その 混雑 はたい へんな もので。 

おもかじ！ 

とりかじ！ 

どなり あう 声、 声、 声 —— 。 

橋の 前後、 新 場 町と 小 田 原 町に、 毎朝う ぉ巿 場が 立 

つ。 



かった 朱鞘と、 じぶんの 蠟ざ やの 脇 ざしと を、 奇妙な 

一 対に 落し 差して。 

この 大次 郎、 下 谷 を 出て 以来、 今まで ここに 潜んで 

何 をして いたの か —— 。 

ぶら りと 来 かか つ た 高札の 前で ある。 

呼ぶ 声に 何もの？ と 見向いた かれの まえに 立った 

の は、 残して 来た 若 妻千浪 の、 眉の あとの 青い 顔で は 

*k ヽ ゝ o 

る レカ 

あた リは いっぱいの 群集 だが、 みな 御高 札 を ふり 仰 

いでいて 誰も 気がつかない。 

「や！ そなた は 何し にこ こへ また、 问の 弔 ばし 



ござって 拙者に 声をかけられた かご 

大次郎 様に して は、 すこし 声が 太 過ぎる よう だ —— 

と、 千浪は 思った けれど。 

それに。 

頭巾の 中から 視 いている 鼻柱 も、 赤く 高く、 眼が 暗 

く激ん でい るよう では あるが。 

何も 気の つかない 千浪 は、 

「大 次郎様 —— 。」 

ともう 一度、 低声に つぶやいて、 そっと その 白 覆面 

白装束の 武士に 寄り添った。 

ザ J の千浪 は、 



良人 大次郎 は 家出した ものの、 自分 を 嫌い 道場 を 

厭って 去った ものと は、 どうしても 思えなかった ので。 

お 顔が ああ 変って からと いう もの は、 事 ごとに 自分 

いま 

に 辛く 当って、 まるで 別人の ように 忌 わしい 気立てに 

なった 大次郎 ではあった けれど、 あれ は 果して 良人の 

本心だった ろうかと、 今にして 千浪 は、 疑わざる を 得 

ない のだった。 

こう 醜くな つた 自分に、 良人と して 生涯 仕えな けれ 

ばなら ない と 努めてい る千浪 を、 いじらしく 思って I 

I 千浪を 自分から 解放す るた めに、 ああ 心に もない 乱 

暴な 言動 をつ づけて 来て、 あげくの 果てに 飛び出して 



それより 先、 拙者の 隠れ家と いうへ 御 案内 申そう。 そ 

こで ゆるゆる 談合の 上 —— 。」 

祖父 江 出 羽 守 は、 悪戯ら しい 微笑 を 頭巾に 包んで、 

声 を 装って 言った。 

千 浪は何 ごと も 気取らぬ らしく、 

「あの、 下 谷 をお 出に なつてから 隠れて いらし つたお 

家へ、 わたくし をお 連れ 下さる とおつ しゃる ので ござ 

I ます 力 」 

いったい どこだろう？ どんなと ころで あろうかと 

浅い 女 ごころ に、 もう 面白そう な 顔つき だ。 

「さよう。 拙者が 下 谷 を 追ん 出てから の 住い じ や。 で 



は、 こうま いられよ ご 

と、 真昼の 狼。 

ゆらり、 片 ふところ 手。 

かた 手 を、 朱鞘の 大刀の 鍔 元に 添えて、 のつ しのつ 

しと 歩き 出す。 

その後から、 ゆめ かとば かリ うれしげ に、 小 走りに 

ついて 行く 千浪 のす がた。 

どこへ 伴れ て 行かれる こと やら —— 

と！ 

この 時で ある。 その、 日本 橋ぎ わ 御高 札 場に 立った、 

新しい 札の 文句 II 。 



「弱気に なった とおつ しゃって、 何 か —— 。」 

「うん。 おれの 高札が 立った よ、 煩悩 小僧お 尋ねの I 

ま TTS ま ま ま ま 」 

旅籠 屋の 番頭と いうの は 仮り の 面で、 剛腹 無二、 剣 

の 鋭い 与 助 は、 あの 由 公と ともに 佐吉の 左右の 腕な の 

だ。 

文珠 屋佐吉 こと、 じつは 煩悩 小僧の 口から、 自分の 

高札が 立 つ たと 聞いた 与 助 は 苦笑しながら、 

それでも、 あたふたと あた リを 見廻して 低声に なり- 

「お 声が 高い！ へへ へへ へ、 そんな こと を 今 さら 気 

にかけ るなん て、 なるほど、 これでみ ると 親分 も、 よつ 



いうん じゃあ ござんす めえ。 一 つ、 この 与 助が か を 置 

いて、 図星 を 当てて みやしょう かご 

「それ も 面白かろう 。」 

と、 佐吉 は、 しきりに 何 かほ かのこと を 考えて いる 

i て 

おもわく 

「じゃあ、 おいら は 別に 思惑が あって、 この 煩悩 小僧 

が 嫌に なった とで も 言う のかえ ご 

「女で がしょう、 親分。」 

与 助 は、 ず かりと 言って、 膝 を 進めた。 

「おんな だよ。 親分。 隠しな さんな。 何もき よう 始 

まった こっち や あねえ。 山から 帰って から、 親分 は 夜 



の 稼ぎに 身が 入らずに、 昼 も、 まるで 腑が 抜けた よう 

に 考え こんでば つ かり、 青息吐息 —— 十八 島 田の 恋わ 

ずらい じゃァ あるめえ し、 人 は 知らね えが、 ぼんのう 

小僧と もあろう ものが 見て いて、 あっし や あ 小 じれつ 

てえ よ 親分 ご 

江戸の 巻 —— 奇術 駕籠 I 

お 山 土産 

「面目ね え。 女 だ。 が、 笑って くれるな ごと 文 珠屋佐 



つきで、 だが、 じぶんで 言い出した ことなので 所在な 

さそう に、 

「だから おれあ、 稼業の ぐあい はどう だと、 訊いて る 

じゃあね え かご 

「へえ。 まあ、 どうやら どうやら、 部屋 あ 塞がって い 

ますが ね II 親分、 一 言 伺い やすが、 その、 旅で、 お 

見 そめな すった 女って な あ、 この 江戸の もので がしよ 

うな ご 

佐吉 がくす ぐ つたそう に、 

「当りめ えよ。 それが どうした と言うんだ ご 

「いえね え、 どこの 娘 —— むすめ だか 女房 だか 知らね 



だ ご 

「そういう もので ございま すかね。 あ つし ゃァ まだ、 

とんと その ほうの 運が 向いて こねえ から、 ふつ ふ ふ I 

I ところで 親分 そんなに 気に入った 女なら、 引つ 担い 

で くりや あ 世話 あねえ じ や ごわ せんか ご 

「馬鹿 あ 言え。 菩薩の ような、 もってえ ねえお 方 様 だ。 

拝んだら、 眼が つぶれる ほど 美しい や。 それに、 ちい 

と 奇妙な 引つ かか リも あってな ご 

のろけ 

「おやおや、 もう、 お惚気で すかい 親分、 はは はは は 

—— そり や あそうと、 さっきね 変て こな 武士が 一人、 

宿 を 取り やした よ、 女 を 伴れ てね ご 



佐吉 は、 異様に 眼 を 光らせて、 

「へんな 武士が 女 を つれて？」 

「へえ。 二階の 『梅』 へ 通して 置き やした が、 男 も 女 

も 手 ぶら でね —— 大方、 今夜 だけの 泊り でげ しょう。」 

「二人連れ か。 どんな やつら II 。」 

そう 佐吉が 訊き かけた とたんに、 おもてから 一目散、 

毬 のように 龃 けこんで 来た 由 公が、 中庭の 縁に ベたり 

とす わって、 騒々 しい 大声。 —— 

「親分！ 合わす 顔が ねえ。 まかれた。 み、 見事に ま 

かれた —— ご 

「えつ！ あの 白 頭巾と 娘 を 見失った と —— ？」 



—— 」 

与 助が そこまで 言い かけた 剎那、 あの、 日本 橋 詰の 

高札 場から、 千 浪と白 覆面の 後 を 尾け て 行った 由 公 I 

I 承知の 由 公が、 礫みたい に 走り込んで 来た かと 思 

うと、 そこの 縁 さきにべ しゃんと 尻餅、 馬鹿つ 声 を 張 

り 揚げた もの だ。 

ま 

「お！ 親分！ あ、 会わす 顔が ねえ。 晦 かれた。 見 

事に まかれた —— 。」 

「げ つ！ あの 白 頭巾と 娘 を 見失った と？」 

からり！ 長 煙管 を 抛り 出して 起ち 上った 佐吉、 

「そうか。 仕方が ねえ ご 



大声に 笑う と、 かれ 出 羽 ふっと 話題 を 変えて、 

「久し振り だのう。 うう —— 何と 言われた かな？」 

「何とと 申しまして。 何が でございます ご 

「そなたの 名 だ ご 

「あつ！」 

と、 叫んで、 千浪が 逃げる ように、 思わず 背後へ 反つ 

た 拍子に、 ぬつ と 伸びて 来た 出 羽の 手が、 彼女の 手首 

へ かかった。 

「名 なぞ 何でもよ い。 山で そち を 見かけた 時分から I 

I ご 

はっと 千浪は 思い出して 阿弥陀 沢の 猿の 湯で、 父 法 



や 卩 . フ、 匕 一 ur \ 、 

力ら JJfe ハ .05 力 

「さっき、 あの 高札 場のと ころまで は、 先に 立って 歩 

いて おられた の だが —— 。」 

川 島 与七郎 は、 故 法外 先生に 斬られた 手 はすつ かり 

癒った ものの、 両手の 指が 十本 全部ない ので、 何が あつ 

て も 刀 を 抜く こと もで きない 身体で ある。 いつも 懐手 

をして、 傍観の 役目な の だが、 今 も、 両手 を 深く 懐中 

へ 押し込んだ まま、 

「しかし、 人目に つかれる 服装 をして おられる の だか 

ら、 見失う という はず はない。 また われわれが 主君の 

お供 をして おって、 はぐれた とあって は 申し わけが 立 



たぬ ご 

「じつに どうも 不思議 だ。 一同の 前に 立って、 高札の 

前の 人混みの 中へ はいって 行かれる ところまで は、 た 

しかに 拙者 も 見て おった が —— ご 

「うむ。 この 先が 判然 せんの だ。 いつの 間に か、 ふつ 

と 姿を消されて —— 。」 

そう 誰かが 言い かけた 時、 きょろきょろ あたり を 見 

廻 わして いた 中 之郷東 馬が、 頓狂な 大声で 叫んだ。 

「おお！ あそこへ 行く？ あそこへ 行かれる じ やな 

、ゝ o 一 

レカ 」 



と 思う と、 背後に、 荒い 滝 縞の 重ねに 一 本ぶ つ 差して、 

ぞっとす る ほど 恐ろしい 大柄な 顔 をした 男と、 鼠の よ 

うな 小さな 男と が、 そのまま 案内 役に くっ付いて、 ど 

ん どん 道場まで はいり 込んで 来て いた。 

見咎めた 泉 刑 部が、 立って 来て、 

「何 だ その 方た ち は 何 だ。 何故 取り次ぎ を 待たずに I 

I ご 

「伴 大次郎 さんに お 目に かかりて えので すが ご 

「大 次郎 先生 は、 もはや ここに はおられぬ ご 

「そんなら あんた 方に 申し上げても よいが、 こちらの 

お嬢さんが、 誰と も 知れね え 白 覆面に かどわかされて 



のお 花畑 以来、 妙に 因縁の ある 弥四 郎 頭巾が、 七 年 こ 

の 方 眼 ざして 来た 出 羽だった のかと、 佐 吉も胆 をつ ぶ 

すと 同時に、 見れば 面前に、 その 白 覆面 白 服の 祖父 江 

出 羽 守が 突 つ 立って いるの で II それ を 大次郎 と は 知 

らぬ 文珠屋 佐吉、 

「やい つ！ うぬ あ 出 羽 だな つ！」 

と佐吉 は、 いきなり 抜いて 切り かかった が、 道場の 

一同に とって は、 いずれも 同じ 為体の 知れぬ 敵な ので、 

皆 一様に 鞘 を 払った 刹那、 ずい と 通って 来た 宗七 は、 

「おお、 文 珠屋ご 

と 佐吉に 声を掛け たので、 見向いた K 吉、 



刃の 光景。 

止むを得ず 大次郎 も、 腰の 女 髪 兼 安に、 暮れ 近い 薄 

日 を 映えさせて、 時なら ぬ 剣 林、 怒 罵、 踏み切る 跫音、 

ぎんだ 

気合いの 声、 相 打つ 銀 蛇、 呼吸と、 燃える 眼と 1 

あわてた の は 承知の 由 公で、 剣の 下 を 木鼠の ように 

走り 廻リ、 

「親分、 こうわけ の 解ら ねえ 斬り 合い も、 めったに ご 

ざん せん ぜ。 ここ あ 一 つ 早く どろん を 決め込ん だほう 

が、 利 巧の ようで。 さっきの 甲賀 流の 霞 飛び じゃあね 

えが、 ふっと 横へ 消え 込んで —— ご 

職掌 柄、 川 俣 伊予 之 進 は、 この 容易なら ぬ 乱闘に 眼 



「君 は 五月雨 

思わせ振り や 

いと ど 佳^る る 

身 は 一 浮き 舟の 

浪に 揺られて 

島 磯 千鳥 —— J 

「殿様 は、 どこへ いらし つた ご 

「どうも 今日は、 よく 姿 をお 隠しになる ご 

ま 

「また 晦 かれた のか。 まあ、 仕様が ねえ。 ぶらぶら 歩 

い て 行く うちに は ご 



が 漂って 来て。 

「君 は 五月雨 

思わせ振り や 

いと ど 佳^る る -」 

この 唄の 洩れて 来る、 その 妾宅の 裏に、 この 時、 びつ 

た リ貼リ ついている 二人 は、 道場 を 飛び出す と 同時に、 

うまく 川 俣 伊予 之 進 を ま いてし ま つ た 恋慕 流しの 宗七 

と、 文珠 屋佐吉 で、 

「おい、 有 森、 しばらくだった な あ。 お前 は、 先日 三 



派に、 やぐら 下の 繩 にかから あご 

そ う 文珠屋 佐吉が 、 暗い 顔ながら も 欣然と して 答え 

た 時、 そこの 角 を 曲がって 近づいて 来る 白衣の 武士 I 

I 伴 大次郎 なの だが、 一 一人 は 祖父 江 出 羽 守と 思い こん 

でい るので、 思わず 身 を 堅く して 待ち構え ると、 静か 

に 傍へ 進んで 来た 大次郎 は、 

「おれ だ ご 

とひら り、 と 覆面 を 撥ね上げて、 顔 を 見せた。 

大次郎 と 解って、 二人 は 喜ぶ やら、 驚く やらした が、 

二度び つくりし たの は、 その 顔に 昔日の 美男の 面影 は 

なく、 まるで 熟れ 柿 を 潰して 固まらし たような、 物凄 



郎は、 顔色 を 変えて、 

「うん それ はこうして はおられぬ。 一 時 も 早く 千浪様 

を 探して II ご 

と 焦 立った が、 

「それが どこへ 行った か 解ら ねえの だ ご 

と言う 文 珠屋の 言葉。 

また 二階から 聞え て 来る 恋慕 流しの 唄に、 大次郎 は 

頭巾の なかから、 宗 七へ にっこりして、 

「山で、 お 主の あの 唄 声 を 聞いた が 七 年後の 三国 ケ嶽 

の 会合から、 こんな 騒動に なろうと は 思わなかった ご 

と 今 さらの ように、 腰の 女 髪 兼 安の 柄 を 叩いて、 三 



郎、 姉 小 信 を 知ってい るので。 

「あの 小 信さん が I ？ すり や、 出 羽の 許 を 逃げ出 

して ご 

出 羽 守の 側女に、 押し こめ 同様にな つてい る はずの 

姉の 所在が 解った と 聞いて、 喜んだ の も 束の間、 気が 

狂って いると 知って、 大次郎 の 悲痛と 落胆 は 大き かつ 

た。 

が、 気が狂つ ている 以上、 今す ぐ 訪ねて 行っても し 

ようが あるまい と、 小 信の 身 は、 宗七 夫婦に 依頼して 

一 時 安心す る ことにした。 

そして 二、 三日う ちに、 大次郎 は 必ずや ぐら 下の 宗 



「それで は、 ただ今 御酒 を —— ご 

と 障子 を 閉めて、 階下へ 下リ たのだった が —— o 

合言葉 

梯子段 を 下りた 与 助 は、 そこの 土間へ ぶら りと は 

い つ て 来た 主人の 文珠屋 佐吉を 認めて、 

「おう、 親分 ご 

と 声をかけ たが、 その 佐吉の 背後から、 もう 一人、 

あの 二階に いる 白 覆面と 同じ 弥四 郎 頭巾、 同じ 白 絹に 

さいころの 紋付、 同じような 朱鞘 を 腰に、 懐手で はいつ 



「姉の こと は 姉の ことと して、 もはや 問答 無益 で 、》 J ざ 

る。 出 羽 守 殿、 覚悟つ！」 

おめく より 早く 大次 郎、 腰間の 女 髪 兼 安に、 一 反り 

打た せた かと 思う と、 腰 を 落して 流し 出した 白刃 一 閃、 

阿波の 国の 住人、 右近 三郎兼 安の 鍛える ところの 弓 削 

家伝 来の 名 剣で ある。 煩悩の 姿 を そのままに、 女の 髪 

の 毛が 一筋、 刀の 面に 張りつ いたと 見える ような 一本 

の 線が、 鏡の ような 刃に 嫋々 とまつ わりつ いている I 

I 人 呼んで 女 髪 兼 安、 抜けば 必ず 暴風雨 を 呼び、 血の 

池 を 掘る と 伝えられ ている 女 髪 兼 安 だ。 

と ag る！ 



出 羽 守 は、 素早く 部屋の 一 隅へ 飛びす さった かと 思 

しゅうすい 

うと、 これ も 鞘 を 払って 三尺の秋水 を、 青 眼に も大上 

段に も 構える どころ か、 いきなり、 その 足 許に 意識 を 

失って 倒れ伏し ている、 大きな 花の ような 千浪の 咽喉 

き P さき 

首へ、 ぎら り、 その 斬 尖 を 刺し 当てて、 千浪の 上に 跨 

がった まま、 大次郎 へ 笑い かけた。 

「どうじ やな。 そちの 刀が 一 寸 こっちへ 伸びて 来れば、 

き つ さき 

この 斬 尖が 一 寸 女の 首へ 近づく。 そちが 一 尺 寄って 来 

れば、 この 刀 は 女の 首 を芋剌 しに 畳 を 突き通す の だ。 

わつ はつ は、 わつ はつ は ご 

三国 ケ嶽の 麓に 住む、 年 古り た 猿の ような 笑い声が、 



同時に 出 羽 守 は、 もはや この 血戦 は 免れない と 感じた 

らし <、 

「さ、 来い！」 

と 大刀 を 構え 直した。 

その 刹那に！ 

法外 流の 名誉、 下 谷の 小 鬼と いわれた 伴 大次郎 であ 

る。 いきなり 真 向から 女 髪 兼 安 を 躍らせて、 刀と 身体 

がー つに なって 斬リ 込んで 行く。 

「うむ！ これ はでき る！」 

感心した ように 叫んだ 出 羽 守 は、 ちゃり いん！ 女 

髪 兼 安 を 横に 受け流す が 早い か、 ひらり 身 を かわして 



—— 二人、 今 は 場所 を 取り換えて、 大次郎 が 今まで 出 

羽の いた 壁 際に、 そして、 出 羽 は、 いま 大 次の 立って 

いた 場所に、 双方と も 青 眼に 構えで 動かない。 

面 力,。 レ 

& 力な レ 

千浪を 下へ 抱き 下ろして、 若い者た ちに 手当て を 命 

じて おいた 文珠 屋佐吉 は、 すぐさま この 二階の 「梅」 

へ龃け 上がって 来たが、 部屋へ はいろう として、 敷居 

際に 立ち 停った 佐吉、 びっくりして しまった。 

もうこう なると、 どっちが どっちと も わからな いの 

で。 



したから 堪らない。 

「ぼん！」 と 「のう！」 と は 妙な 掛け声が あった もの 

だと、 ちょっと 不思議に 思って いた 出 羽 守、 つまり そ 

こに 隙が あ つた と言うの だろう。 おまけに 味方に 引き 

入れた とば かり 信じて いた 人間が、 相手へ 向けようと 

した 刀で、 いきな リ、 こっち を 払った の だから —— 肩 

先 を 押えた 出 羽 守、 あっと 横へ すつ 飛んで、 

「な、 何 をす る。 おれ は 大次郎 だぞ。 出 羽 はこい つ 

だ！」 

その 押えた 肩から、 花の ような 赤い 血が、 白 絹の 紋 

UZ: きを さ つ と 染めて。 



ま パし^ .n-s? 

合言葉で わかって はいる ものの、 佐吉は 瞬間、 ほん 

とに こっちが 大次郎 で、 向う が 出 羽、 自分 は 早合点 か 

ら 盟友 を 傷つけ たのではなかった かと、 彼 ははつ とし 

た。 

が、 とたんに 大次郎 が、 その 女 髪 兼 安 を 振り かぶつ 

て、 出 羽 守へ 迫った。 

が、 受け流した 出 羽、 斬り 返した その 一 刀 は、 見事 

外されて、 踏み 応えようと していた 大 次の 肩 を かする _ 



考え こんで しま つ た。 

なんだか 知らないが、 馬鹿に 利き目の あるお まじな 

いだと、 出 羽 守 はさかん に、 

| ぽん ！ A ！ ぽん ！ 」 

と 叫びながら、 懸命に 大次郎 へ 斬り 込んで 行く。 

もう 大次郎 も 真剣で ある。 

きし 

刃と 刃が 軋み 合い、 火 を 吹く ような 息が 絡んで 「梅」 

の 間の 乱闘 は、 しばし 続いた。 

力！ 

どういう 隙が あつたの か、 この 白 頭巾の 一人が、 ひ 

らり 縁へ 飛び出し たかと 思う と、 



に 現われない ほうがい いの だ。 で、 これから あの 討ち 

洩らした 出 羽 を 狙って、 拙者 はもう 一度 江戸の 町 をう 

ろつ くつ もり だ ご 

「それ は大 次、 どういう わけ だ。 あの 千浪 さま はお 前 

の 女房で、 今日 もお 前 を 慕って あちこち 探し 歩き その 

ために、 あの 出 羽 をお 前と 間違えて、 ここへ 連れ込ま 

れ たくら い —— それほど お前に 焦れて いるもの を I 

I ご 

「いや、 言うて くれるな ご 

その 大次郎 の 眼に、 素早く 涙が 宿って、 

「おれ とても、 あれ を 憎から ず 思って はおる。 憎から 



煩悩 小僧の 正体 を 知って いるもの は、 自分 一人な の だ 

が、 金の 煩悩の ために 盗み を 働く とわ かってい る だけ 

に、 やぐら 下の 宗七 も、 出 羽 を 首にする まで は、 煩悩 

小僧 は 挙げられ ねえ。 

だが、 その後で は 9 佐吉も 喜んでお いらの 繩に 

かかる と は 言って いるが、 だが、 友達の 身に、 この 捕 

り繩を 当てる ことができ ようか 

あわただしい 跫 音が 路地 を 飛んで 来て、 格子の そと 

からお 多 喜の 声、 

「ちょいと、 お前さん！ 大変 だよ！ 大変 だよ！ 

出て 来て おくれって ば！」 



木 曾の 桟橋 

「うん、 それでよ い。 大地に は 種 仕掛け はない から、 

いまこの 駕籠へ はいった 女 は、 ちゃんと 中に おる。 そ 

うして このように、 綱 を 掛けて しまったら、 もう どこ 

から も 出られぬ わけ。 念のために、 中に おる かどう か 

II ご 

駕籠へ 近づいた 大次郎 が、 

「お 女中！」 

と 呼ば わると、 中で こつこつと 駕籠の 底 を 叩く 音が 

して、 大丈夫 千浪 ははい つてい る。 



「そこで 。」 

と 呻く ように 言った 大次郎 は、 まず、 その 三十 本 ほ 

どの 刀の 束から 一 本 取り上げ たかと 思う と、 ぎら リ鞘 

を 抜き 払って やっとい う 気合いの 声 もろとも、 垂れの 

横から、 駕籠の 中央 を 目が けて、 ずぶ りと 刀 を 刺した _ 

柄 元まで 通って、 向う側の 垂れ を 破り、 刀の 斬 尖が 突 

き 出る。 

あっと 群集 は 驚きの 声 を 揚げた が、 中の 千浪 は、 声 

一 つ 立てない。 と 思う 間に、 大次 はつぎつ ぎに 刀 を 抜 

き 放って、 今度 は 反対側の 横からず ぶり！ また 第三 

の 刀 は 篤 龍の 屋根から まっすぐ にと、 一 つ は 棒 鼻の 下 



う —— c 

中の 女 は、 もう 眼 も 当てられない 肉塊と 化し 去った 

ことだろう が、 それにして は、 駕籠 を 通して、 血が す 

こし も 流れ出な いのが 不思議と、 見物 は 眼 を 見張って 

いると。 

「これでよ し。 女 はずたず たに 刺し殺されて しもうた。 

そこで、 お立ち会い！ 今 わしが、 この 三十 本の 刀 を 

引き抜く から、 誰でもよ い、 すぐ この 綱 を 取り払って、 

駕籠の 垂れ を 上げて ほしい ご 

そう 言いながら 大次郎 は、 駕籠の まわり を 歩いて、 

その 三十 本の 刀 を 全部 抜き取って しまう。 



第一、 殿様 はい ま、 あの 行列の 駕籠に 揺られて 通つ 

て 行った ばか リ、 今ごろ は 社殿で、 厳粛に 参拝して い 

ると 思われて いるの だから —— 。 

「違う も 違わね え も あり やしね え。 お前さん は、 今 

ひよ つくり 見え なくなった あの 白 覆面のお 侍 じゃあね 

，ーゝ o - 

え 力 」 

「着付けから 紋 まで 同じ だ。 そんな こと を 言わね えで 

もう 一 ぺ ん やって 見せて くんな せえ ご 

「違う！ 違う と言うのに！ これ、 放せ、 放さぬ かご 

と、 争いながら 出 羽 は、 群集の 手で、 とうとう その 

駕籠と 千浪の そばへ 押し出されて しま つ た。 



「ええ、 刀 を 突き刺す ように 見せかける だけで、 ほん 

とに 剌 すの では ございま せんから、 誰が はいって もた 

いした こと は ございま せんご 

そうだろうと 出 羽 守 は 頷いて、 

「それで、 わしが 中へ はいると して、 刀 を 刺す の は 誰 

かな ご 

「ほほ ほほ。 私が やります けれど、 今 も 申した とおり、 

ほんと に剌 すんで は， > ざいません から、 御 安心 遊ばし 

て。」 

もし、 出 羽 守が 思って いると おりに、 彼女が この 出 

羽 を 大次郎 と 信じて いるならば、 こんな 説明 的な こと 



こ o 

佐 吉と由 公 は、 煩悩 小僧の 罪滅ぼしに 四国 巡礼へ I 

宗七 とお 多 喜 は、 中 仙 道 を 廻って、 これ も 江戸への 

恋慕 流しの 夫婦 旅。 

その 三方へ 別れる 追分で、 佐吉が 背後に 両手 を 廻し 

て、 宗 七の 前に 頭 を 下げながら、 

「約束 だ、 縛って くんね え ご 

「何 を 言つ てるんだ。 江戸 じゃあ 煩悩 小僧 かもしれ ね 

えが、 これから は 四国 詣 での 巡礼さん —— それに、 こ 

の宗七 も、 もう 十手 を 持つ 手 はねえ。 元気で お札 所 を 
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